
トビウオの原料特性について

井岡久・日野佳明・岩本宗昭

トビウオの一般成分や栄養成分については，前報IDで７月に漁獲された試料魚の調査結果を報告

している。山陰沿岸を北上するトビウオは産卵期に当っており，産卵の前後で魚体の諸特性が変化

することも予想される。そこで，今回は漁期を通して試料を採取し，その一般成分や部位歩留など

を調査，分析した。なお，山陰沿岸におけるトビウオの産卵生態としては，ホソトビウオは雌雄共

に沖合から沿岸へ移動して産卵を行うのに対して，ツクシトピウオの方は，雌は常に沿岸の浅海域

に分布し，雄が沖合から接岸して産卵群を形成すると推察されている？したがって，定置網では

両種が混獲されるが，沖合域で行われる刺網では主としてホソトビウオが漁獲される。また，抄網

は沿岸のツクシトビウオの漁獲を目的として行われる。このような両種の生態の相違を考慮して，

今回は調査試料を漁獲漁法別に区分して比較検討した。

調査方法

試料水揚げ後氷蔵して速やかに実験室に搬入し，体長，体重，部位別重量，ｐＨを測定した。

各部位はスピードカッターで細切りにして，真空包装したのち-80℃で凍結保管した。試料魚の個

体差を平均化するため，ツクシトビウオは５尾，ホソトビウオは10尾を一つの試料として取扱い，

魚体毎の計測値の平均値または混合組織の成分値を試料代表値とした。

一般成分の定量水分は常圧乾燥法（105～110°Ｃ）により,恒量値を求めて算出した。粗蛋白質はケ

ルダール法による窒素定量値に係数6.25を乗じて求めた。ｐＨはガラス電極ｐＨメータ（堀場F8-AT）

で測定した。

蛋白態窒素の定量塩溶性蛋白は0.6ＭＫＣ`，水溶性蛋白は0.05ＭKCCで抽出し，ミオシン区蛋白

は0.6ＭＫClで抽出したのち，イオン強度０．０５として希釈沈澱させた。蛋白質の定量は梅本の改良

ピューレヅト法3)に準じて行った。

ＡＴＰ関連化合物の定量１０％過塩素酸で抽出した試料液について，陰イオン交換樹脂カラムに

よる高速液体クロマトグラフィー4)により分別定量した。なお，分析は魚体別に行った。

結果および考察

部位歩留図１に両種の部位歩留を時期別，漁法別（漁場別）に比較して示した。また，表１に両
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図１ トビウオ部位別歩留の漁役時期による変化
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種の体長，体重および部位歩留の漁期を通しての平均値をまとめて示した。なお，ツクシトビウオ

は抄綱で漁獲されたものを試料とした。

ツクシトビウオの体長，体重は，雌が26～28“，219～2391で，雄は24～26cm，179～190,であ

り，いずれも漁期中に顕著な変動を示していない。なお，雌雄の体長，体重を漁期中の平均値で比

較すると，雌が27cm１，２２７１，雄は25c庇、186,であり，体長，体重ともに雌の方が勝っている（表

１）。

ホソトビウオの体長，体重も，雌が21cm，９８～1299,雄は20～21ｃｍ，108～1201であり，ツク

シトビウオと同様に漁期中の変動は小さかった。ただ，漁法別の平均値で比較すると，表１に示す

るように，定置網より刺網で漁独されたものの方が体重でやや勝っている。これは刺網が沖合の産

卵前の魚群を漁獲しているためと推察される。

ツクシトビウオの部位歩留についてみると，普通肉と生殖腺の歩留は雌雄間に多少の差異があ

り，雌は雄に比べて生殖腺の比率は高いが，その反面普通肉の比率は低い。また，雌雄ともに７月

に入ると生殖腺の比率が低下する傾向がみられる。

ホソトビウオの部位歩留は，定侭網で漁痩されたものと，刺網で漁獲されたものでは生殖腺の比

率に差異があり，特に雌では刺網で漁痩されたものの方が高い値を示している。したがって．普通

表１トビウオ体長・体重・部位歩留の平均値

魚種｜魚体の大きさ｜部位あるいは組織
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肉の比率は刺網の方が低い値となっている。

また，刺網で漁獲されたものは漁獲時期によっ

て生殖腺比率が比較的大きく変化しているが，

定置網のものは漁期を通してほとんど変化して

いない。

－股成分図２～３に両種の普通肉と生殖腺に

ついて，漁期中の水分，蛋白質の組成比率の変

化を雌雄別に示した。

図に示すように，両極の水分および蛋白質の

組成比率は漁期を通して顕著な変化が認められ

ない。また，両種とも普通肉では水分は雌の方

が，蛋白質は雄の方がやや高い比率で推移して

いる。一方，生殖腺では逆に水分は雄の方が，

蛋白質は雌の方がそれぞれ高い比率で推移して

いる。これら雌雄間の差異を平均値で比較する

と，表２に示すように普通肉水分では雌が78％

前後，雄は77％前後であり，同じく蛋白質では

雌が20％前後，雄は21％前後である。生殖腺の

場合は，水分で雌が80％前後，雄は83％前後で

あり，蛋白質では雌15～16％，雄13％前後を示

し，水分，蛋白質とも普通肉の場合より雌雄の

差が明らかである。なお，表２からわかるよう

に一般成分の漁法（漁場）による差異は認めら

れず，産卵前後で成分組成は顕著な変化を示さ

なかった。

参考試料として，水揚げ時のｐＨと鮮度判定

指標とされるＫ値を測定した結果，ｐＨは５．９７

～6.80の範囲にあり、漁法による差も顕著でな

く，平均値は6.57であった。一方Ｋ値は5.7～

17.5％の範囲にあり，漁法別の平均値は，定置

網で漁獲されたものが8.70,抄網のもの１０．１，

刺網のもの13.2％であり，漁法による差異が比

較的明瞭に認められた（表２）。
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表２トビウオ普通肉と生殖腺の一般成分組成と水揚げ時のｐＨおよびＫ値

水分
（％）

粗蛋白質
（％）

粗脂肪
（％）

粗灰分
（％）

水揚げ時
ｐＨ

水揚げ時
Ｋ値("

種 別

77.420.1

80.2１４．９

0.3１．５

ｑ９１．１

ツクシトピウオ

９（抄網）

6．５１ 10.1

7６４21.8

83.0１３．０

0.3１．５

２．６１．５

ツクシトピウオ

6（抄網）

普通肉

生殖腺

78.619.7

79.2１６．７

0.2１．４

１．３１．２

ホソトピウオ

？(定置網）

6．６３ 8.7

0.315

1.9１．７

77.820.8

83.7１３．０

ホソトピウオ

３(定置網）

0.2１．３

０．８１２

77.920.2

80.1１５．３

ホソトピウオ

９（刺網）

6．５５ 13.2

0.31.4

2.017

76.521.1

83.5１２．６

ホソトピウオ

３（刺網）

注）数値は各種別試料分析値の平均値

蛋白態窒素蛋白質の抽出性（溶出性）は鮮度や処理方法によって影響され易い。したがって，そ

の組成を正確に把握するのは難しいとされている。表３は水揚げ直後の生鮮普通肉から抽出した蛋

白質の組成を，魚種別，雌雄別，漁法別に平均値で示したものである。表２に示す粗蛋白質量の場

合と同様に，各区分の蛋白質とも雌より雄の方がやや高い値を示している。また，赤身魚は白身魚

に比べて水溶性蛋白質（筋形質蛋白質）の量が多い傾向にあるとされているが５１トビウオの場合

表３トビウオの蛋白態窒素量（蛋白態一Ｍｊｚｇ／1009）
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600～700ｍｇ／1001であり，1000ｍ，／1001以上の値を示すイワシ，サバに比べると低い値であ

る。仮りにｑｌＮＮａＯＨ可溶蛋白量を全蛋白魅とみなして，水溶性蛋白の比率を概算すると，表に

示すように27～30％となり，雌より雄の方がやや高い値を示している。

なお，山陰沿岸で漁獲されるトビウオの90％以上は小型種のホソトビウオであり，本県特産「飛

魚野焼」の原料とされている。練製品原料としての品質は，魚肉のかまぼこ形成能（ゲル形成能）

の良否によって評価される。このかまぼこ形成能は，ミオシン区蛋白（筋原線維蛋白）や水溶性蛋

白（筋形質蛋白）の量と質に左右され，魚種による特異性も著しいとされている69今回は水揚げ

時の柔の分析結果を示したが，今後，貯蔵条件による蛋白変性の進行度など，さらに詳細な検討を

行い，トビウオ蛋白の特性を明らかにする必要がある。
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